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(2) a  一人称主語：話し手が行う動作について事前に言及する文のため，一人称主語の文を集
める。主語が明示されているかどうかは問題としない。
 b  非過去，完成相，肯定：発話後に開始される動作について述べるものであるため，非過
去・完成相の形式に限定する。意志形や「と思う」等，他のモダリティに関わる形式の
有無は問題としない。
 c  発話行為動詞：発話行為動詞は「質問する」「聞く」「尋ねる」に限定する2。
 d  主節，および主節に準じる従属節：(3)参照。







 (3)  委員長にお尋ねしますが，［前置き］
総理は十分前に何か御用事でお帰りになるというのでありますが，それはほんとうであ
                                                                 
2 その他にも謙譲語 A の動詞「うかがう」が用いられることがあるが，今回は接辞的な敬語（一般形，菊地 1994）
の運用に絞って考察した。
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(5) a  オ語幹：敬語接頭辞オとオに後接する動詞連用形・動名詞を合わせた部分。以下の例の
下線部を指す。例：「お尋ねします」「御質問申し上げます」
 b  謙譲語 A：「申し上げる」。例：「お尋ね申し上げます」4
 c  謙譲語 B：「いたす」「申す」「参る」。例：「お尋ねいたします」「お尋ねして参ります」
 d  受益表現：「～ていただく」「～てもらう」。「いただく」は謙譲語 A と受益表現の機能を
併せ持つ表現と考える。








   独立国として必要最小限の防衛力というのは何と言われると，今つくったものが必要最
小限だと。それは問いをもって問いに答えるに等しいのであって，私は，総理，一つ聞
きたい。邦人救出について昨年言及をされた。国はどこでもいいですよ。[...] 
                                                                 
3 用例には発言者を敬称略で示す。原文の改行は基本的に削除した。[…]はそれ以後の発言を省略したことを示
す。
4 「先生へのご連絡」のように，オ語幹のみでも補語の人物を高めるという謙譲語 A の機能は果たされるが，
ここでは動詞・動名詞に下接するもののみに限定する。
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（2011/2/1，石破茂）
②オ語幹（以下「②オ」）：












   最後に一点お尋ねをいたしておきたい。また厚生大臣の考えをぜひとも固めておいても
らいたい問題は，社会保障制度の勧告が出ましたときに，[...] （1951/2/3，川崎秀二）
⑥受益表現＋丁寧語（以下「⑥受益＋丁」）：
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 まず，敬語カテゴリーごとの使用の推移をまとめたグラフを図 1 に示す5。
図１ 使用される敬語カテゴリー
                                                                 
5 丁寧語は③④⑥⑦⑧⑨⑩⑪，オ語幹は②④⑤⑧⑨⑪，謙譲語 B は⑤⑦⑨，受益表現は⑥⑩⑪，謙譲語 A は⑧
⑩⑪の累計で算出した。
S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18 H23
(1951) (1956) (1961) (1966) (1971) (1976) (1981) (1986) (1991) (1996) (2001) (2006) (2011)
× - × - × - × - × 1 0 0 3 2 3 1 0 3 1 0 1 5
0.8% 0.0% 0.0% 2.0% 1.0% 2.1% 0.9% 0.0% 1.6% 0.6% 0.0% 0.6% 2.6%
オ - × - × - × - × 5 5 1 6 3 5 3 0 0 1 1 2 2
4.0% 2.5% 0.7% 4.1% 1.5% 3.5% 2.7% 0.0% 0.0% 0.6% 0.8% 1.2% 1.0%
× - × - × - × - 丁 23 12 9 12 11 32 15 22 28 32 22 23 40
18.5% 5.9% 6.7% 8.1% 5.5% 22.4% 13.4% 16.2% 15.2% 17.9% 17.3% 13.8% 20.6%
オ - × - × - × - 丁 45 109 55 50 104 53 54 70 96 74 55 79 98
36.3% 54.0% 40.7% 33.8% 52.3% 37.1% 48.2% 51.5% 52.2% 41.3% 43.3% 47.3% 50.5%
オ - × - × - B - × 2 5 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
1.6% 2.5% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0%
× - × - 受 - × - 丁 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.5%
× - × - × - B - 丁 13 3 4 21 9 4 10 8 16 9 5 7 8
10.5% 1.5% 3.0% 14.2% 4.5% 2.8% 8.9% 5.9% 8.7% 5.0% 3.9% 4.2% 4.1%
オ - A - × - × - 丁 14 6 0 1 2 2 3 2 3 4 0 5 1
11.3% 3.0% 0.0% 0.7% 1.0% 1.4% 2.7% 1.5% 1.6% 2.2% 0.0% 3.0% 0.5%
オ - × - × - B - 丁 21 62 64 54 66 41 24 22 32 37 11 23 11
16.9% 30.7% 47.4% 36.5% 33.2% 28.7% 21.4% 16.2% 17.4% 20.7% 8.7% 13.8% 5.7%
× - A - 受 - × - 丁 0 0 0 1 1 2 1 6 4 12 25 20 21
0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.5% 1.4% 0.9% 4.4% 2.2% 6.7% 19.7% 12.0% 10.8%
オ - A - 受 - × - 丁 0 0 0 0 0 1 1 6 2 8 8 6 7
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.9% 4.4% 1.1% 4.5% 6.3% 3.6% 3.6%
124 202 135 148 199 143 112 136 184 179 127 167 194
例： 尋ねます











































(7) a  次に，三十五人学級で聞きたい。小中学校の少人数学級ですけれども，国は，一九八〇
年から，それまでの四十五人学級から四十人学級に移行したわけですけれども，[...] 
（2011/2/4，宮本岳志）






 基本形で終わる表現は 1961 年・1966 年・1976 年にそれぞれ 1 例ずつ見られるのみだった。
















S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18 H23
(1951) (1956) (1961) (1966) (1971) (1976) (1981) (1986) (1991) (1996) (2001) (2006) (2011)
基本形 1 1 1
と思う 1 1
せざるを得ない 1
たい 3 7 2 5 3 5 3 3 2 1 2 7
基本形 2
たい 5 1 1 2 1 1
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 謙譲語 B は 1966 年頃までは 50%近くの高い率を保っていたものの，そこからは減少傾向にある。


























丁」「⑧オ＋A＋丁」「⑨オ＋B＋丁」と 5 つの表現が 10%以上の割合となっており，一定数の用例が
あった。しかし，2011 年において 10%を越える用例は「③丁」「④オ＋丁」「⑩A＋受益＋丁」のみ
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＋受益＋丁」「⑪オ＋A＋受益＋丁」は 1996 年から 2001 年の間に著しく増加した。

























ある，②1990 年代以降「させていただく」が増加するという 2 点が認められる。［3.2.2 節］
2) ①については先行研究で指摘される敬語の簡素化の流れに沿っていると考えられる。ただ
し，単純に敬語使用をとりやめるのではなく，丁寧語はほぼ義務的に使用され，表現効果




100－    －
を意図して不使用にする例はほとんど認められない。また，オ語幹の部分は残りやすく，
オ＋動詞に後続する謙譲語 A・謙譲語 B 形式から先に使用されなくなっている［4.1 節］。
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